巡回警備班

【主な活動内容】　防犯・防火対策（巡回警備など）


	避難者の受入れ



□　防犯・防火対策について避難者にルールの伝達や呼びかけを行う。

①　防犯対策
・　避難所開設当初から、被災者・支援者全体に対して、いかなる犯罪・暴力も見逃さないことを常に強く発信する。
・　子どもや女性は一人でトイレに行かないよう、また、夜間一人で行動しないよう指導する。

②　防火対策
・　火気使用のルールを避難者に指導する。
[bookmark: _GoBack]・　火気取扱場所、喫煙場所を示した配置図を情報班と連携して掲示し、遵守するよう指導する。
・　火災発生時に安全に避難するための遵守事項を、情報班と連携して掲示する。


	活動の展開



□避難所内及び地域内の治安・防犯・防火のための巡回活動を行う。

□班会議を１日１回以上開催し、班員の活動や課題を把握・共有する。


①　防犯対策
巡回警備
・　環境班と連携し、仮設トイレや仮設風呂内に緊急連絡用の防犯ブザーや笛などを配備する。
・　夜間の施錠や巡回警備、宿直などの防犯対策を徹底する。
・　夜間の警備体制についての内容を避難者に指導する。
・　危険箇所の指摘があれば、運営本部に照明の増設などを依頼する。

外部からの来訪者への対応
・　安否確認、被災者支援、報道、視察など様々な目的で外部から人が入ってこようとするが、原則、居住スペースへの出入りは禁止とし、防犯やトラブル防止に努める。

②　防火対策
・　火気の取り扱い場所には、必ず消火器や水の入ったバケツなどを配置する。
・　ゴミ集積場などへの放火などがないように、定期的に巡回を行う。
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